
OITAふるさと学習交流会キックオフ会

【日程】

１５：３０～開会行事 主催者あいさつ
大分県教育庁義務教育課長 内海真理子

１５：３５～キックオフ会開始
（１）参加者自己紹介
（２）事前に送った質問の回答
（３）連絡



【OITAふるさと学習交流会キックオフ会の目的】

◆これまでのふるさと（地域）学習の取組やその意義を交流する
◆ふるさとの魅力や課題、ふるさと学習の意義を実感
◆OITAふるさと学習交流会に向けての機運を醸成

【OITAふるさと学習交流会の目的＜R３実施＞】

★ふるさと（地域）に関わる探究的・協働的な学習
・自然環境や伝統文化、ふるさとに暮らす人々との関わりな

★ふるさと（地域）のよさや魅力、課題を見いだし、
持続可能なふるさと（地域）の在り方について考える
★学んだことを自らの生活や行動に生かそうとするようにする



OITAふるさと学習交流会キックオフ会

事前に送った質問に対して、回答してください。
気付きはメモするなどして、これからの「ふるさと学習」の参考としてください。
回答について、ホストから質問することがあります。

①これまで、ふるさと（地域）に関する学習で、どのようなことに取り組んできたか。
（小学校での学習も含む）
②その学習は、自分（たち）にとってどんな意味があったと思うか。
③その学習は、ふるさと（地域）にとってどんな意味があったと思うか。
④その学習で、自分（たち）にはどんな力が付いたと思うか。
⑤学習を進める中で見出した、ふるさと（地域）のよさや課題はどんなことか。
⑥これから、ふるさと（地域）に対して、どのようなことに取り組んでいきたいと思うか。



地域の自然環境や伝統文化等、ふるさとに関わる探究的・協働的な学習を通して、地域のよさや魅力を発見し、地域が
抱える課題を見いだし、持続可能な地域の在り方について考えるとともに、学んだことを自らの生活や行動に生かそうとする
ようにする。

令和３年度 OITAの未来を担う子ども育成事業に係る「OITAふるさと学習交流会」

目的

方法

効果

展開

（日本遺産、世界農業遺産、ジオパーク、エコパーク等）

ふるさと（地域）のよさや魅力

ふるさと（地域）の現状と課題
取組の
視点

OITAの教育資源・産業・職業 × SDGs

県内各地域から代表中学生が一堂に会して学習成果を発表・交流
（各教育事務所管内から２校：全１２校）

期日：令和４年２月５日（土）※予定
場所：別府ビーコンプラザ

取組事例を県内各市町村へと還流することによる、各学校におけるカリキュラム・マネジメントの一層の充実

◇問題発見・解決能力等の育成
◇ふるさとを大切にする心情の涵養
◇ふるさとに貢献しようとする意欲の喚起

□育成を目指す資質・能力を明確にした教育課程全体での展開
□地域の教育資源を活用した教育活動の一層の充実
□教育活動の実施・評価・改善

学校生徒

カリキュラム・マネジメント

第１部・・ステージ発表（各教育事務所１校計６校、パワーポイント）第２部・・ポスターセッション（各教育事務所１校計６校）
第３部・・パネルディスカッション（パネラー：各教育事務所から代表生徒１名）





【ふるさと学習の視点 たとえば】
みんなの「ふるさと」にある自然エネルギーや再生可能エネルギーについて考えてみる
（理科、社会、総合的な学習の時間 など）



【ふるさと学習の視点 たとえば】
みんなの「ふるさと」で働く人とかかわりながら、働くことの意味について考えたり、
「ふるさと」の特徴的な産業について考えたりする



【ふるさと学習の視点 たとえば】
みんなの「ふるさと」にある特産物について調べたり、
特産物の生産に携わる人々や組織と関わったりしながら、
オリジナルの商品を開発して広く紹介する など
（理科、社会、国語、総合的な学習の時間 など）





（例）○○○立○○中学校 ※サンプル

【テーマ】 〇〇と未来の私たち
【発表の見所やポイント】

【〇〇PR活動】
本校では昨年度まで、修学旅行である京都

市内での地域のＰＲ活動を行ってきた。しか
し、本年度からは「地元の人たちに地域の魅
力を伝えよう」という趣旨で、〇〇市内の大
型商業施設でＰＲ活動を行った。活動では、
〇〇の魅力を説明しながら、〇〇の特産品で
ある乾燥しいたけなどを袋詰めしたものを配
布した。さらに、生徒手作りのしいたけレシ
ピや、村のイベントなどを紹介したパンフ
レットも配布した。

【全校生徒へアンケート実施・・〇〇の未来を考える】
PR活動において県民から寄せられた声をもとに、
全校生徒を対象に、〇〇に関するアンケートを実
施した。アンケート結果の分析より、〇〇に対す
る思いや課題を把握することができた。そして、
〇〇の課題を解決するために自分たちが何をしな
ければならないのか、考えるきっかけを与えてく
れた。生徒の多くは、村に貢献したいという思い
をもちながらも、自分の夢を叶えるためには〇〇
外に出ていくこともありうると答えた生徒もいた。
地域の自然環境や資源の強みを生かしたまちづく
りと、若い世代の思いをどうつなげていけばよい
のか、生徒自らがこれからも考えていかなければ
ならない。

・このスペースに発表や取組の概要を記載してください。
・レイアウト、イラスト・画像の追加、フォント、文字
の大きさ（見やすい大きさで・・）は各学校にお任せ
します。

別紙



期日／令和４年２月５日（土）
主催／大分県教育委員会
会場／別府ビーコンプラザ

令和３年度 OITAふるさと学習交流会 実施要項
地域の自然環境や伝統文化等、ふるさとに関わる探究的・協働的な学習を通
して、地域のよさや魅力を発見し、地域が抱える課題を見いだし、持続可能な
地域の在り方について考えるとともに、学んだことを自らの生活や行動に生か
そうとするようにする。

令和４（2022）年２月５日（土） 開場12：30～

別府ビーコンプラザ レセプションホール
別府市山の手町１２ー１ TEL：0977-26-7111

〇各教育事務所管内の代表中学校生徒
◆中津市立耶馬渓中学校 ◆宇佐市立安心院中学校
◆杵築市立山香中学校 ◆姫島村立姫島中学校
◆大分市立神﨑小中学校 ◆由布市立湯布院中学校
◆佐伯市立宇目緑豊中学校
◆竹田市立直入中学校 ◆豊後大野市立清川中学校
◆日田市立東部中学校 ◆日田市立五馬中学校
〇保護者及び学校関係者
〇県教育委員会関係者 等

【レセプションホール】

１２：３０ 受付・開場

１３：００ 開会行事

１３：１５ ステージ発表①

１４：００ 休憩

１４：１０ ステージ発表②

１４：５５ 休憩

１５：０５ ポスターセッション①

１５：２０ ポスターセッション②

１５：４５ パネルディスカッション

１６：２５ 講評・閉会行事

目 的

期 日

会 場

大分県教育委員会主 催

参加者

２

プログラ
ム

ステージ発表①
①●●中学校
②●●中学校
③●●中学校

ステージ発表②
④●●中学校
⑤●●中学校
⑥●●中学校

ポスターセッション①
①●●中学校
①●●中学校
①●●中学校

ポスターセッション②
②●●中学校
②●●中学校

パネルディスカッション
＜パネラー＞
○
○
○
○
○
○


